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■ 鈴木真主任司祭　主日ミサ説教
2023年５月21日「主の昇天」A年
マタイ福音書　28章16-20節
　「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共
にいる。」…マタイ福音書のしめくくりの言葉です。
ここを読むたびに、本当にすごい言葉だなぁ、と思
います。「世の終わり」…それがいつ、どんな形で
来るのかはわかりませんが、大抵の人は「自分が生
きているうちは来ないだろう」と思っているのでは
ないでしょうか。まぁ…それはどうかわかりません
が、仮にそうだとするならば、わたしたちがこの世
を去ったあとも、イエスはずっと共にいてくださる、
と言われているわけです。やっぱり、これはすごい！
いつも言うことですが、イエスは、いつでもどこで
も、そして、いつまでも、わたしたちが死んだ後も、
共にいてくださる。それこそが「キリストの復活」
であり、旧新両聖書を貫く〈共にいてくださる神〉
というメッセージに他なりません。
　特にマタイ福音書は、福音の大きなテーマとして
それを強調します。最初にイエスの誕生が予告され
る場面でイザヤ書を引用し、「見よ、おとめが身ご
もって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ば
れる。」とわざわざヘブライ語で記したあと、ギリ
シャ語で「この名は『神は我々と共におられる』と
いう意味である（１章23節）と説明します。そして、
最初に引用した28章20節で締めくくる。〈共にいて
くださるキリストを通しての神のはたらき〉…これ
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こそが「福音」つまり“よい知らせ”そのもの、と
マタイは位置付けるわけです。
　「主の昇天」…イエスが天に昇る、という出来事
を具体的に描くのはルカだけですが、これもイエス
がどこか遠くに行ってしまったということではな
く、不思議な形で共にいてくださる…という体験で
あると感じます。そのしるしに、第１朗読で読まれ
た使徒言行録でも、このあとパウロを含めて使徒た
ちにイエスは、ちょいちょい語りかけられているん
ですね。聖書において「天」は神さまの領域です。
そして、「地上」は人間の世界、それを結んでくださっ
たのがイエスというお方、ということでしょう。
　復活節のしめくくりに向かう中で、「共にいてく
ださるキリスト」を通しての神さまのはたらきを、
一緒に感じたいと思います。

司式される鈴木師
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■ 聖堂修繕工事完成記念講演会
　７月９日（日）に３月末の修繕工事完了を記念し
て、設計監理された黒田建築設計舎代表・黒田大吾
氏とスワガーが独立するまで所属していたレーモ
ンド設計事務所の代表・三浦敏伸氏のお二人をお招
きし、今回の修繕工事の内容とスワガーの事績を中
心にご講演をいただきました。会場には100人を超
える多数の方が参加されました。

第１部　聖堂安全改修工事の報告（要旨）
黒田大吾氏

　４年間での全般の仕事の内容を
スライドでご説明させていただき
ます。カトリック山手教会の歴史
沿革からご説明します。関東大震
災から10年後の1933年に山手教会
第３代目聖堂として当地に建設さ
れた。横浜市から1988（昭和63）年

に横浜市認定歴史的建造物の指定を受けた。1991年
の平成大改修の後、30年ぶりの今回の令和聖堂安全
改修工事となった。今回の改修工事のきっかけは、
2019年の出来事、天井仕上げ材の崩落から４年を経
て完了した。工事は２期に分け１期工事は耐震・劣
化診断、聖堂内部の安全確保工事、屋根の緊急漏水
対策工事で、その後、２年の準備期間をかけ横浜市
の助成金手続き、改修工事の設計作業、施工業者選
定に費やした。２期工事は大屋根の葺き替え、外装工
事（外壁補修塗り替え：サッシ、ステンドグラス改修）、
内装の仕上げ工事、照明、音響設備の更新工事を昨年
８月から本年３月末に行い、この度の完成を見た。
　工事内容の説明の前に、この聖堂の設計者・建
築家スワガーについて少しお話します。1923年に構
造技術者で来日。意匠を含めた建築家になっていく
過程は後段登場される三浦先生にお渡ししたいと
思います。スワガーのカトリック系建築の設計件
数は20件ほどあるが、私自身で補修工事にかかわっ
た事例として17年前に本牧元町にあるバーナード
邸がある。1923年の関東大震災が構造技術者である
スワガーに与えたインパクトは強烈で、その重要性

を再確認したものと思われる。当時は、まだ黎明期
であった鉄筋コンクリート構造をいち早く山手教
会に採用した。その当時、鉄筋コンクリート構造の
建築は横浜でも1905年の横浜正金銀行、1917年の横
浜市開港記念会館程度しかなく、工法を含め、あら
ゆる事を手探りで計画、材料の調達を行い施工され
た。運搬手段でトラックはまだ普及しておらず、馬
車、牛車、人力、手練りコンクリートで聖堂は建て
られた（『やまて』437号より）。
　ここから工事の報告に入ります。
　改修を進める上で「安全」を関係者共通のテーマ
とした。2019年の天井崩落は、屋根よりの漏水、浸
水によるものと推定された。屋根の改修工事を、工
程ごとに小俣組のドローン映像で説明したい。動画
は記録として残している。改修前の空撮、外壁足場
組立状況、工事中の雨対策としての素屋根をかけた
状態、足場全体組み立て完了、屋根撤去、（今回、創
建時の屋根材である天然スレートが出てきたので保
存）二重屋根の屋根下地完了、屋根は今までの銅板
葺きではなく、酸性雨対策としてより耐久性のある
カラーステンレスに変更して屋根工事を完了した。
漏水の原因と推定される屋根の樋の改修については、
排水溝が小さく不整形で不完全であったので排水溝
を拡げオーバーフロー管を新設した。東京ソイルリ
サーチのデータに沿って外壁構造壁のかぶり厚、鉄
筋の配筋、状況を確認した。その上で、外壁の補修
方法として劣化剝落防止工法を採用した。即ち、外
壁全面に繊維ネットを張り、アンカーピンで固定、
左官仕上げを施し、塗装仕上げで仕上げた。外壁腰
部分の色は、1959年松竹映画「聖女と拳銃」の映像
をカラー化して色決めをした。イエス様上部屋根の
ガラスブロック周辺よりの漏水対策は、ガラスカバー
化を行った。更に、ステンドグラス：シールの劣化
が激しく全てやり替えた。サッシ枠の一部腐食部分
を撤去して補修、ステンドグラスの色は、古い写真
を基にレイアウトを直して取り替えた。ステンドグ
ラスの色は外観にも影響するので、横浜市都市デザ
イン室にも相談し、根拠、配色、テクスチャーの了
解を得た。内壁の色：白一色で塗られていたが、創
建当時の物と思われる淡い色の砂漆喰壁が発見され、
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は商売人で、この事実をニューヨークタイムズを使
い世界に宣伝した。レーモンドは1976年に88歳で亡
くなり目黒聖アンセルモ教会で葬儀を行った。麻布
の笄町（こうがいちょう）の自宅兼アトリエは、簡
素な小屋組みの美しさを持つ木造平屋建てであり、
彼が日本の民家から学びつつ確立した「レーモンド
スタイル」の原型と言える。当時の仕事ぶりは、一
日３回ぐらいレーモンドが事務所アトリエに来て
巡回指導を行った。レーモンドの指導は厳しく、シ
ンプル イズ ベストのもと、これ以上捨て去るもの
がなくなるまで徹底的に検討が加えられ、納得した
図面のみにサインをした。山手教会のお話なので教
会作品を中心に紹介したい。［軽井沢聖パウロカト
リック教会］レーモンドの育ったチェコ、ボヘミア
地方の原風景をイメージして丸太ナグリ仕上げに
よるインテリア。［東京女子大学礼拝堂］オーギュスト・
ペレのランシーの教会をイメージしてデザインし
ている。プレキャスト・コンクリート・ブロックに
多数の色ガラスをはめ込んだ壁面が印象的。［ノー
トルダム清心女子大学聖堂］スワガーが担当してい
る。（ここにおられたSr.渡辺<渡辺和子>とは、ご
縁があり度々お会いした。2.26事件でお父様が目の
前で43発の銃弾で倒れたこと、そのあまりのショッ
クからキリスト教に救いを求めたことなどのエピ
ソードの紹介あり）。他は事務所作品として赤星邸、
目黒聖アンセルモ教会、国際基督教大学礼拝堂、群
馬音楽センター（今月15日にテレビ東京「美の巨人
たち」で放映され、自分も出演する。打ち放しの折
板構造で70mスパンを12センチのコンクリートで保
たせている）、カトリック新発田教会などがある。
　ここから建築家スワガーについて、説明申し上げ
たい。チェコ生まれ、モンゴルで鉱山技師として働
き1923年に上海でレーモンドと知り合い構造技術者
として来日。横浜地区ではレーモンドの作品が多い

（エリスマン邸、フェリス女学院）。ただし、ライジ
ングサン、聖心女学院はスワガーが担当した。聖路
加国際病院の設計ではトラブルもあったが、最終的
には設計者はレーモンド、フォイエルシュタイン、
スワガー三者となっている。病院部分は再開発で取
り壊されたが礼拝堂は現存している。狸穴にあるロ

検証の結果、ツートンカラー（上部白、腰壁淡いオ
レンジ色）であったことが判明したので、これを採
用し復元した。照明：この場で皆さんに、ご確認い
ただきたいのですが、明るさの確保、雰囲気を損な
わないように天井入隅部におけるLEDライン照明方
式を採用した。また、根拠に基づき一部創建当時の
デザインで壁付ブラケットの復元を実施した。音響
関係：どこでもクリアに聞こえるように配置を検討
し、シンプルな意匠のスピーカーを設置した。今回
の外部改修工事費1億9千万円のうち、横浜市から3
千万円の助成を受けた。（時間の都合で後段略）

第２部 スワガー氏のレーモンド事務所～
独立後の山手教会聖堂など（要旨）　

三浦敏伸氏
　建築家スワガーとレーモンドと
の関連性などについて述べたい。
私は1967年にレーモンド事務所に
入社して今年で56年目を迎えてい
る。レーモンドに相当怒られた。
創業時の事務所は、レーモンドを
中心に、同じボヘミア（現在のチェ

コ）出身のスワガー、フォイエルシュタインのプラ
ハ工科大学出身者３人がヘッドで行なわれていた。
レーモンドは絵描きになりたくて画家を志しイタ
リアに渡る。第１次世界大戦が勃発して、ニュー
ヨークへ帰る船でノエミと会い結婚。ミセス・レー
モンドはフランク・ロイド・ライトの奥さんと親し
く、その縁でライトの事務所を訪問し、意気投合し
てライトの下で働くことになった。
　ライトの強い要請で帝国ホテルの設計のために
来日。1919年の大晦日に横浜港に日本郵船の船で着
き、街での、かわいらしいおべべ姿、家々の松飾り
など日本文化に魅了され、自分は日本に居つくと、
その時に直感したと後年語っていた。関東大震災
の日は丁度帝国ホテルの竣工披露パーティーの日
だったが、奇跡的に被害が少なく災難を免れた。建
物をエキスパンションジョイントで10分割した構
造方式に社会やマスコミの注目が集まると、ライト
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シア大使館もスワガーが担当した。レーモンドとス
ワガーは協力して多くの作品を作ったが、デザイン
指向の食違い（レーモンドはモダニズム系、スワ
ガーはクラシック様式系）で袂を分かった。
　スワガーはクライアントもいる横浜で1931年に独
立、直後1933年に山手教会竣工。同年にはレーモン
ドは聖路加病院、銀座教文館を竣工させた。（東京
空襲の時にレーモンドはマッカーサーに対して聖
路加病院、和光、銀座教文館、日劇、朝日新聞社と
日光、鎌倉、京都、奈良は爆撃しないように懇願し
てそのとおりになったエピソードの紹介）
　山手教会は独立後最初の作品であり、彼の生涯で
の最高の作品。自分の思いどおりの作品に完成し建
築家冥利に尽きたのではないか。カトリック保土ヶ
谷教会、豊中教会も設計した。
　晩年、その心情はわからないが横浜からアルゼン
チンに渡り72歳で教会の司祭になり、1969年84歳で
ブエノスアイレス郊外で亡くなられたと記録され
ている。

〈　講演を終えて　〉
　両講師のプレゼンは、スライドを見ながらのご説
明で技術的な説明が良く理解できたとの声が寄せら
れました。講演を通して今更ながらスワガーの山手
教会に込めた思いと、関係者先人たちが大切に維持
管理されて守ってこられたことに感謝。この優れた
建築文化遺産をこれからも後世に継承していかねば
と痛感した講演会でした。今回の講演会では鈴木真
主任司祭様、共催のヨゼフ会・ロザリオ会、事務所
の皆様、発起人である海老名潤氏にお世話になりま
した。改めてご協力、ご支援に感謝申し上げます。

（文：特別修繕委員会　撮影：編集部　土方芳人）

 小祭壇聖ヨセフ像の手に■ 　　　　　　　  ユリの花が飾られる

　７月１日（土）、聖堂の主祭壇に向かって右側の小祭
壇のヨセフ様の手に、純白のユリの花が飾られました。
　花を飾ることになったのは、５月14日（日）に開
催した教会委員会の議題の一つである「信徒大会の
アンケート対応」で、信徒から「昔は、小祭壇のヨ
セフ様は手に白いユリの花を持っていたので、元の
姿にしていただきたい」との要望があったことで
す。継続審議とし、６月の教会委員会で元の姿に戻
すことにしました。

（編集部　土方芳人）

■ 聖堂修繕工事完成記念コンサート
　７月２日（日）山手教会聖堂で、首題のコンサー
トが開催されました。
　今回はゲストとしてヴァイオリニストの天日倫
代さんをお迎えし、山手教会からはメゾソプラノ曽
禰愛子さん、オルガニスト米沢陽子さんと中川美香
さんの出演でした。天日さんは演奏後「楽器が喜ん
でいるように思い、生きているように感じました。
教会で振動するのを我慢して待っていたようです」
との感想でした。今までいろいろな楽器を演奏して
くださった方や声楽の方たちが、聖堂での響きを特
別なものと思ってくださるのが何よりうれしいで
す。そして、聴いてくださった方のお一人が「横浜
司教座聖堂にふさわしいコンサートだった」とおっ
しゃってくださいました。
　山手教会以外の教会からもたくさんいらしてく
ださり、暑い中お出かけくださったたくさんの皆さ

講話に聴き入る参加者
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より敬意を表したいと存じます。お疲れさまでした。
　このたび、この大改修工事完工を記念して絵はが
きを作成いたしましたのでご紹介します。
　100年前、関東大震災で聖堂は崩壊。ルバルベ神
父様帰天から始まり、100年後の今、建築家スワガー
氏の当時の最新技術と芸術をこの『令和の大改修』
を通して再復活させた意義は、向後、100年、200年
と後世に語り継がれるものと信じております。
　そこで、この絵はがきを再復活した司教座聖堂を内
外に広く伝える記念品として、気軽に活用していた
だければ幸いです。内容は、今春の復活祭の季節に撮
影したみこころのイエス様のまなざしと、聖堂の威
容と優しさを捉えたものを中心に８枚の写真で構成
されています。更に、多くの国々の信徒や来訪者に向
けて、日本語以外に英語、イタリア語も併記しました。
　みなさん、ぜひ、お近くの知人や、他教会のお仲
間へ、そして、世界のお友達にも、お配りください。
　事務所とみこころコーナーで、８枚セット400円
で販売しております。感謝と祈りのうちに。

（情報システム委員会　末澤二朗）

 横浜教区神奈川第３地区共同■ 　　　　　　  宣教司牧委員会の報告
　2023年７月９日（日）15時から保土ヶ谷教会で
2023年度第３回横浜教区神奈川第３地区共同宣教司
牧委員会が開催されました。
　前回同様、各部門、活動らしい活動はまだされて
いないので報告は特になく、淡々と議事が進みまし

まに心から感謝申し上げます。今は天に旅立たれた
たくさんの諸先輩方のことを思い、共に過ごしてい
るよう感じたのは私一人ではなかったと思います。
　アンコールでは、ちょうど300年前のこの日（７
月２日）初演されたというバッハの『主よ、人の望
みの喜びよ』が演奏されました。

（文：チャリティコンサート委員会
委員長　太田康子　撮影：編集部　土方芳人）

 令和の聖堂大規模修繕工事完成■ 　　　　　　　　　　  記念絵はがき
　みなさん、もうお手に取っていただけましたか？
大改修工事に従事された信徒、修道者、司祭、そして、
関連する多くの方々の献身的なご努力に、まずは衷心

左側：天日さん　右側：曽禰さん

中川さん 米沢さん
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た。その中でも「神の愛を証しする力を育てる部門」
の担当司祭で、戸部教会の主任司祭のアダム神父様
が他教区に移動されるとのことで、現在、相模原教
会の主任司祭をされている同じエスコラピオス修
道会のマリノ神父様が秋ごろから戸部教会の主任
を兼任されるとの報告がありました。また、「信仰
を伝える力を育てる部門」では、この春から保土ヶ
谷教会の主任司祭として来られたトゥ神父様が担
当司祭をされることになりました。
　今回の集まりで一番時間を割いて話し合われたこ
とは、コロナによる活動の制限が緩和されて、いよ
いよ活動を始めようというタイミングで、３部門の
活動は何のためにするのか、という根本的なことが
話題となり、過去十数年のさまざまな出来事や経緯
を確認しながら今後の活動の在り方について話し合
われました。特に、過去には第３地区としての活動
にビジョンが必要だということで幾つかのビジョン
を立てて具体的に取り組んだこと、例えば東日本大
震災で聖堂の建て替えが必要となった末吉町教会の
ためにバザーを行うなどの具体的な活動がされたこ
とや、カ障連（日本カトリック障害者連絡協議会）
の全国大会の会場が第３地区内の聖光学院で行われ
たことで、地区として一丸となって取り組んだこと
などを振り返り、今後も地区としてのビジョンを立
てることが必要だということで、次回までに各小教
区で検討してくるということになりました。
　次回は10月８日（日）、戸部教会に集まることに
なっていますが、教区のホームページによると戸部
教会の人事異動が10月１日付けのようですので、地
区としても新しい体制で活動することになると思
います。ただ、地区としての具体的な活動の再開に
は、まだ少し時間が必要なようです。

（教会委員会　委員長　小倉 謙）

■ ロザリオ会便り
　暑い毎日が続きますが、８月はマリア様の被昇天
の祝日があります。さらに、広島、長崎に原爆が投
下され終戦を迎えた、お盆の月です。死者を思い祈
りをささげる月。夏の最中、今ぞとばかりに鳴く蝉

2023年７月度教会委員会議事要約
日時：2023年７月２日（日）13：00 ～ 13：55
場所：司祭・信徒館１階「松・竹」

議事内容（議事進行：小倉委員長）
１　主な審議確認検討事案　　　　　※順不同
⑴　教会調査票について
● 来年のカトリック教会情報ハンドブックに掲載

する内容の確認。
【決定事項】
・昨年と同様とする。
⑵　「まいまい東京」見学について
● 「まいまい東京」から12月２日（土）に見学の

申し込み。「東京の名教会さんぽ」などの著者
である鈴木元彦氏がガイドするツアーである。

【決定事項】
・他の行事が入っていないならば了承する。
⑶　山手教会案内（三つ折り型）について
● 聖堂に置いてある三つ折り型の教会案内の英語

版の作成にあたり、発注する部数について確認
したい。

【決定事項】
・印刷部数は、1000部とする。
⑷　共同宣教司牧サポートチーム神奈川の講座に
ついて

● 葬儀に関する講座が藤沢教会で予定されている。
【決定事項】
・葬儀の先唱者及び典礼委員長を候補とする。

たちの声に、死の影を感じる日々です。ロザリオ会
のさまざまな仕事が復活して、お手伝いをしてい
ると、今までそうしたことに熱心に携わってこられ
た先輩のことを思います。そして、その働きの中
で、たくさんの喜びを見出されていたのだろうなぁ
と実感しています。９月には久しぶりの巡礼、たく
さんの方が参加されることになり、心からうれしく
思っています。ロザリオ会、教会の仕事を分かち合
う人が、少しでも多くなりますように。

（ロザリオ会　広報　山本 紀志子）



2023年８月13日 第642号

― 7 ―

⑸　ステラマリス支援の毛糸の帽子について
● ８月に毛糸を購入し、９月に配布して制作を依

頼したい。ロザリオ会と相談して編み方の講習
なども検討する。

【決定事項】
・了承する。
⑹　聖水の復活可否について
● 聖堂入り口の聖水についてご意見を伺いたい。
● 精神的に抵抗のある方もいる。しばらく様子を

見たうえで検討する必要があると考える。
【決定事項】
・今後の状況をみて検討する。
⑺　ロザリオ会巡礼の会について
● ロザリオ会の巡礼を４年ぶりに開催、９月６日
（水）に逗子教会を訪問、鈴木師、水上師によ
るミサの後、逗子教会の方と懇談の予定。

【決定事項】
・承知した。
⑻　敬老会について
● 敬老会を９月17日（日）12時半～ 14時を予定。
● コロナ禍においては、対象年齢を75歳以上とし

た。対象年齢についてどのようにするか検討さ
れたい。

【決定事項】
・従来の77歳以上を対象とする。
⑼　平日のミサについて
● 平日のミサについて決めたい。

【決定事項】
・９月から火曜日の朝７時にミサを行う。
２　今後の活動、報告事項

【営繕委員会より】
● ヒマラヤ杉の剪定について、７月19日（水）～

21日（金）で実施。作業期間中安全の確保のた
め駐車場入り口は閉鎖する。

【福祉委員会より】
● 寿町のカレーの炊き出しについて現在25人ほど

と少なめである。その他に横浜雙葉学園の学生
10人ほどに参加していただき、入門講座でも声
をかけている。その他にも声掛けに協力いただ
きたい。

【典礼委員会より】

● 聖母被昇天のミサは８月15日（火）日本語11時
半～、英語ミサの時間はICCで検討。

● 朗読勉強会を７月16日（日）、23日（日）いずれ
も11：30のミサ後に聖堂で実施する。

● 「子どもとともに、ささげるミサ」における聖
歌について、当面の間、歌わず唱える形とする。

【コンサートなどの予定について】
● 聖堂修復完成記念コンサートは、７月２日（日）

15：15 ～。
● 修繕工事記念講演会は、７月９日（日）13：30 ～。
● 平和を願うパイプオルガンコンサートと福島や

さい畑の販売は、７月30日（日）。
【横浜教区神奈川第３地区共同宣教司牧委員会に
ついて】
● 第２回会議は、７月９日（日）15：00 ～　保土ヶ

谷教会で開催。
【新受洗者・転入者・改宗者歓迎会について】

● ６月18日（日）11：30のミサ後に教会ホールで
開催。財務、一粒会、ロザリオ会、ヨゼフ会な
どの活動について説明。

● 次回はコロナ前のようなパーティー形式にした
い。

【教会ホールの厨房について】
● 火の取り扱いの懸念もあることから厨房につい

ては、利用の都度鍵を事務所に返却する。返却
を受けた事務所の方は、厨房の水回り、火の元、
ガス栓などの点検を行っていただきたい。時間
を空けて再度厨房を使う際にも、一旦鍵を事務
所に返却することとされたい。

● 厨房の利用については、事務所で把握できるよ
う利用者管理を行う。
３　主任司祭から
● ４年に１度開かれる横浜教区の司祭大会を８月

28日～ 30日に開催。
● ９月２日（土）10時に聖セシリア女子中学校・高

等学校の土曜講座における教会訪問として山手
教会に生徒が来られ、聖堂の説明とミサを行う。
４　次回教会委員会
2023年９月３日（日）
13時00分～ 15時00分終了予定。

（総務担当　宮　裕一）
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主　　日
聖　　歌 聖

歌
隊

時　間
奉　　仕　　者

備考
答唱詩編 アレルヤ唱 ミサ曲 オルガン 先　唱 聖書朗読

８月13日 年間第19主日 典81
③④⑤

典269
年間19A

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 太　田 齋　藤 小佐井 福田（直）
７：30 手　塚 二　宮 東海林（珠） 時　久

＊ 11：30 佐　藤 遠　藤 石　田 中　野

15日 聖母の被昇天 典36
②④

典276
聖母被昇天

ミサ曲A
典605〜9 11：30 中　川 小　倉 大　島 小佐井

20日 年間第20主日 典55
①②③

典272
年間20A

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 太　田 工藤（元） 飯　塚 志　村
７：30 渡　邊 末　澤 石　川 工　藤

＊ 11：30 中　川 村田（義） 中　川 岩　隈

27日 年間第21主日 典134
①②③

典269
年間21A

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 忠　海 田中（麻） 羽　石 阿部（眞）
７：30 太　田 亀　井 古　谷 藤　本
11：30 中　川 藤原（ま） 中　山 櫻　井

９月３日 年間第22主日 典10
①②③

典272
年間22A

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 藤　沼 竹之内 新井田 島田（節）
７：30 中　川 石　賀 鈴木（幸） 鈴木（由）

＊ 11：30 手　塚 山本（紀） 清　水 大　澤

10日 年間第23主日 典35
①③④

典270
年間23A

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 太　田 齋　藤 小佐井 福田（直）
７：30 中　川 二　宮 東海林（珠） 時　久

＊ 11：30 佐　藤 遠　藤 石　田 中　野

17日 年間第24主日 典93
①③④

典273
年間24A

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 村　松 工藤（元） 飯　塚 志　村
７：30 渡　邊 末　澤 石　川 工　藤

＊ 11：30 米　沢 村田（義） 中　川 岩　隈

24日 年間第25主日 典18
①④⑧

典270
年間25A

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 忠　海 田中（麻） 羽　石 阿部（眞）
７：30 手　塚 亀　井 古　谷 藤　本
11：30 太　田 子どもとともに、ささげるミサ

　今年７月 16 日（日）から 18 日（火）まで、北アルプスの 2,620mの位置にある唐松岳頂上山荘まで
単独登山してきました。台風の影響とコロナ禍で、大好きな北アルプスに登山することができたのは
５年ぶりのことでした。大自然の懐に抱かれ、とても幸せでした。わたしが山好きになったきっかけは、
カトリック学生連盟の山手教会高校学連支部に所属していたときに、栄光学園の丹沢の札掛にある山
小屋へ夏合宿で行ったことです。小屋のすぐ近くに清らかな谷川が流れており、薄暗いランプのもと
で神父様や仲間とともに祈りをささげ、朝はウグイスのさえずりで目覚めました。大自然のすばらし
さに魅せられたのは、会社の山岳部に入り22歳で初めて参加した６月の八ヶ岳連峰縦走でした。赤岳

（2,899ｍ）から天狗岳（2,646ｍ）まで縦走したのですが、雨と霧で展望は全くありませんでした。しかし、
この山は裾野が広く、当時、野辺山駅前から県界尾根までの数時間は、白樺とあざやかなオレンジ色
のレンゲツツジで埋め尽くされていました。駅に降り立つと、分厚い鉛色の雲が白樺まで垂れ下がり、
霧で山全体が覆われていました。白樺とレンゲツツジの群落の中をカッコウの鳴き声を聞きながら歩
いていると、大自然に自分が溶け込んでいるようでした。青年時代に山岳写真を撮影するために、単
独で北アルプスのほとんどの縦走コースと南アルプス北部の山々を歩き、60歳から体を鍛えなおして
毎年のように大好きな北アルプスの剱岳、穂高連峰、雲ノ平などに登山して来ました。しかし、今回
の登山で体力の限界を感じたため、本格的な登山を終了することにしました。 　　　　　　（土方芳人）

編　集　後　記

☆表紙のカット（山手教会）は、濱尾文郎枢機卿様の「えはがき」です。

2023年８月・９月主日ミサの聖歌および奉仕者予定表


